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暑く長い夏、短すぎる秋から寒さ厳しい冬へと季節が巡り、早いもので２０２４年の締めくくりの月「師走」

を迎えようとしています。１１月は「運動会」や「音楽祭」「文化祭」「対面式」など本当に多くの行事があり、そ

の中で子供たちは確実に成長を遂げてきました。運動会では、主体的に活躍する子供たちの姿や、一人一役

をもって責任ある行動ができた６年生の姿など地域の方々にも本校の立派に育っている子供たちの様子を見

ていただけたことでしょう。多くの方々の大きな拍手や温かいまなざしは、きっと子供たちの心に深く刻まれ、

今後の新たな活動へのエネルギーになったことだと思います。応援、誠にありがとうございました。 

コミュニティ・スクールとは地域、社会総ぐるみで子供たちを育む仕組みです。地域の方々との交流の場を

学校運営協議会で考えています。この後「ボッチャ体験会」や「冬の星座観察会」を計画しました。ぜひ保護

者・地域の方々もこれらの行事に参加いただき、児童とのふれあいの場にしていただければと思います。 

さくらの木が一本伐採されました 
開校当初から本校児童を見守り続けてくれていた校舎南の大き

な桜の木を１１月２０日の朝、お清めをした後、伐採しました。本校

を卒業された方々には、思い出のある大切な桜だったことだと思

います。残念ながら数年前から幹が裂け、いつ倒れてくるかわから

ない状態だったので、児童の安全を第一に考え、今回の伐採にい

たりました。桜の雄姿は寺田宗功先生の絵に残されています。本

校図工室にも飾っていますので、ぜひご覧ください。 

   

 

地域の方々との多くの交流 
１１月１１日（月）は高野口町青少年健全育成会（環境部）・人

権啓発推進委員会・共育コミュニティ共催の「花植え交流会」が開

かれました。本校からは代表委員会と美化委員会児童約３０名が

参加し、地域の方々と一緒にパンジーやビオラ、アリッサムなど秋

冬に育つかわいい花を植えました。今年は伊都中央高校の生徒さ

んたちも小学生と一緒になって植えてくれ、とてもよい交流の場

となりました。これからの花の成長が楽しみです。 

１１月１７日（日）は健全育成会（活動部会）主催の「わくわく

子ども広場」が開催され、本校からも多くの児童が参加しました。

高校生や中学生ボランティアの応援もあり、子供たちは地域の

方々と楽しい時間を過ごすことができました。 

１１月１８日（月）は見守り隊の方々との「対面式」でした。健

全育成会（ＣＰ部会）の方々や放課後学習教室の先生方にも来てい

ただき、子供たちからのお礼として、４年生の音楽発表や６年生か

らの手作りプレゼントを贈りました。短い時間でしたが、日ごろの

感謝の気持ちを伝えるよい交流会となりました。いつも本当にあ

りがとうございます。これからもよろしくお願いします。 
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